
－55－ 『徒然草』に措かれた「法師」  

中
田
 
由
記
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
 

兼
好
は
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
出
家
者
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

『
徒
然
草
』
は
、
そ
の
数
え
方
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
二
四
三
段
に
分
け
る
考
え
方
 
 

（
－
）
 
 

が
多
い
。
そ
の
う
ち
出
家
者
に
つ
い
て
言
及
し
、
出
家
者
が
登
場
す
る
章
段
が
八
〇
段
 
 

（
2
）
 
 

ほ
ど
あ
り
、
全
体
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
章
段
の
形
式
や
内
容
に
よ
っ
て
整
理
す
 
 

る
必
要
は
あ
る
が
、
三
分
の
一
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
兼
好
が
生
き
て
 
 

い
た
時
代
、
兼
好
に
と
っ
て
も
読
み
手
に
と
っ
て
も
出
家
者
は
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
 
 

っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。
 
 
 

出
家
し
た
人
物
の
逸
話
ば
か
り
で
は
な
く
、
『
徒
然
草
』
に
は
種
々
の
呼
称
で
出
家
者
 
 

が
描
か
れ
る
。
「
法
師
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
聖
」
「
大
師
」
「
法
印
」
「
僧
正
」
「
僧
都
」
 
 

「
律
師
」
 
「
僧
」
 
「
上
人
」
 
「
入
道
」
 
「
房
」
 
「
阿
閣
梨
」
 
「
和
尚
」
 
「
座
主
」
 
「
禅
尼
」
 
「
尼
」
 
 

「
禅
師
」
「
沙
門
」
「
説
経
師
」
「
道
心
者
」
「
世
捨
人
」
「
遁
世
者
」
「
道
人
」
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
 
 

な
ど
で
あ
り
、
兼
好
は
出
家
者
に
つ
い
て
、
僧
官
、
僧
位
、
俗
称
、
職
名
な
ど
幅
広
く
 
 

取
り
上
げ
て
お
り
、
彼
が
生
き
て
い
た
当
時
の
社
会
に
お
け
る
出
家
者
の
様
相
を
知
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
、
兼
好
は
「
法
師
」
と
い
う
呼
称
を
一
番
多
く
用
い
て
い
る
。
 
 

出
家
者
に
つ
い
て
言
及
す
る
兼
好
は
、
各
章
段
で
 
「
法
師
」
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
 
 

る
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、
『
徒
然
草
』
中
で
使
用
頻
出
度
の
高
い
「
法
師
」
に
焦
 
 

点
を
あ
て
、
兼
好
の
 
「
法
師
」
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
指
摘
に
従
っ
て
、
『
徒
然
草
』
の
各
章
段
を
時
制
と
内
容
に
よ
 
 

（
3
）
 
 

っ
て
、
説
話
的
章
段
、
日
記
的
章
段
、
随
想
的
章
段
の
l
ニ
種
類
に
分
け
て
検
討
す
る
。
 
 

『
徒
然
草
』
に
描
か
れ
た
「
法
師
」
 
 

『
徒
然
草
』
の
説
話
的
章
段
、
日
記
的
章
段
、
随
想
的
章
段
と
で
は
、
「
法
師
」
に
対
す
 
 

る
兼
好
の
見
方
や
態
度
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
 
「
有
職
故
実
的
 
 

T
こ
 
 

章
段
」
 
に
、
「
法
師
」
 
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
 
 
 

な
お
『
徒
然
草
』
執
筆
年
次
に
お
い
て
、
兼
好
の
思
想
の
変
化
を
考
慮
す
る
必
要
も
 
 

あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿
に
譲
る
。
 
 

二
 
兼
好
以
前
の
 
「
法
師
」
 
 

「
法
師
」
は
、
ダ
ル
マ
＝
バ
ー
ナ
カ
、
「
教
え
を
語
る
人
」
 
の
訳
で
あ
り
、
仏
法
に
通
 
 

（
5
）
 
 

じ
、
清
浄
な
行
を
修
め
て
、
衆
生
を
導
く
僧
の
こ
と
を
い
う
が
、
時
代
に
よ
っ
て
次
第
 
 

に
そ
の
意
味
は
小
異
が
あ
る
。
 
 
 

奈
良
時
代
は
 
「
法
師
」
 
に
な
っ
た
後
に
国
の
指
定
し
た
東
大
寺
の
戒
壇
な
ど
で
具
足
 
 

（
6
）
 
 

戒
を
受
け
な
い
と
、
正
式
な
法
師
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
 
 

第
八
の
t
ニ
「
信
濃
国
の
聖
の
事
」
 
に
は
、
田
舎
で
法
師
に
な
っ
た
の
で
、
束
大
寺
で
戒
 
 

法
を
受
け
る
た
め
に
上
京
す
る
と
い
う
話
が
あ
る
。
巻
第
十
の
十
 
「
海
賊
発
心
出
家
の
 
 

事
」
 
は
、
田
舎
で
法
師
に
な
っ
て
長
く
戒
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
上
京
し
て
い
 
 

た
が
、
途
中
海
賊
に
遭
っ
た
と
い
う
者
の
話
で
あ
る
。
尤
も
、
実
際
に
は
、
奈
良
時
代
 
 

の
後
半
に
は
許
可
な
く
出
家
す
る
「
私
度
」
 
「
自
度
」
や
「
優
婆
塞
」
 
「
優
姿
夷
」
な
ど
 
 

（
7
）
 
が
出
現
し
、
体
制
を
離
脱
す
る
方
便
と
し
て
仏
教
を
利
用
す
る
庶
民
が
い
た
と
い
う
。
 
 
 

平
安
時
代
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
師
が
い
た
。
陰
陽
師
安
倍
晴
明
 
 

（
九
二
～
一
〇
〇
五
）
 
が
、
式
神
を
扱
っ
て
自
分
を
試
す
法
師
の
魂
胆
を
見
破
る
い
 
 

き
さ
つ
 
（
巻
第
十
一
の
三
 
「
晴
明
を
試
み
る
僧
の
事
」
）
、
不
浄
説
法
を
し
た
法
師
た
ち
 
 

が
平
茸
に
生
ま
れ
変
わ
る
話
（
巻
第
一
の
二
 
「
丹
波
国
篠
村
、
平
茸
生
ふ
る
事
」
）
、
寺
 
 

院
で
維
務
を
担
当
し
た
下
級
僧
の
専
当
法
師
に
は
妻
帯
が
許
さ
れ
て
い
た
話
 
（
巻
第
三
 
 

の
十
三
「
因
幡
国
の
別
当
、
地
蔵
造
り
差
す
事
」
）
、
「
く
う
す
け
」
と
い
う
「
兵
だ
つ
る
 
 

法
師
」
が
仏
師
や
講
師
を
騙
す
詣
（
巻
第
九
の
四
「
く
う
す
け
が
仏
供
養
の
事
」
）
な
ど
、
 
 
 



亡
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田
 
 

中
 
 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
俗
世
に
生
き
る
法
師
た
ち
の
実
態
が
語
ら
れ
て
い
る
。
 
 

【
8
）
 
 
 

ま
た
『
十
訓
抄
』
で
は
、
歌
を
詠
む
物
乞
い
の
法
師
（
巻
第
三
ノ
六
）
や
歌
を
詠
ん
 
 

（
9
）
 
 

で
昇
叙
さ
れ
た
顕
昭
法
師
（
巻
第
十
ノ
三
十
四
）
、
『
古
今
著
聞
集
』
で
は
、
絵
を
描
い
 
 

て
訴
訟
に
勝
っ
た
な
に
が
し
の
法
師
 
（
巻
第
十
一
画
図
四
〇
五
）
 
や
築
地
を
修
復
す
る
 
 

力
者
法
師
（
巻
第
十
六
興
言
利
口
五
里
ニ
）
、
包
丁
の
技
を
見
せ
た
侍
法
師
（
巻
第
十
八
 
 

【
1
0
）
 
飲
食
六
三
四
）
 
な
ど
、
才
芸
を
身
に
つ
け
た
法
師
が
描
か
れ
る
。
一
方
で
『
撰
集
抄
』
 
 

に
は
、
法
師
の
身
上
が
知
ら
れ
る
や
い
な
や
遁
走
す
る
が
、
仕
え
た
成
通
卿
の
代
わ
り
 
 

に
歌
を
詠
む
た
め
再
び
姿
を
見
せ
る
話
（
巻
二
第
八
「
泊
瀬
山
迎
西
聖
人
之
事
」
〓
六
）
）
 
 

や
平
三
郎
真
近
と
い
う
弓
取
が
母
に
先
立
た
れ
た
の
で
法
師
に
な
り
、
堂
を
造
営
し
弥
 
 

陀
の
三
尊
を
奉
っ
た
後
行
方
知
れ
ず
と
な
る
話
（
巻
四
第
一
土
肥
平
三
郎
裏
近
発
心
事
 
 

（
二
六
）
）
な
ど
が
あ
り
、
出
家
者
が
さ
ら
に
俗
縁
を
断
ち
切
る
生
き
方
を
選
ぶ
様
子
が
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
 
「
法
師
」
 
は
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
も
と
の
意
味
か
ら
離
れ
、
多
様
な
 
 

法
師
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

三
 
説
話
的
章
段
に
語
ら
れ
る
「
法
師
」
 
 

法
師
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
伝
え
聞
い
た
と
見
て
よ
い
兼
好
は
、
そ
れ
ら
の
情
 
 

報
を
い
か
に
受
け
と
め
、
取
捨
選
択
し
、
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
五
二
段
は
石
清
水
八
幡
宮
を
参
拝
す
る
仁
和
寺
の
法
師
の
話
で
あ
る
。
志
村
有
弘
 
 

氏
は
、
石
清
水
八
幡
宮
関
係
者
は
『
徒
然
草
』
成
立
以
前
か
ら
仁
和
寺
で
出
家
し
た
こ
 
 

（
1
－
）
 
 

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
石
清
水
の
こ
と
を
か
つ
て
深
い
関
係
に
あ
っ
た
仁
 
 

和
寺
の
法
師
な
ら
ば
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
老
法
師
は
そ
の
場
所
を
知
 
 

ら
ず
、
ま
た
確
認
す
る
こ
と
な
く
「
た
だ
ひ
と
り
か
ち
よ
り
詣
で
け
り
」
 
と
い
う
と
こ
 
 

ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
兼
好
は
第
五
二
段
を
「
少
し
の
こ
と
に
も
、
先
達
 
 

は
あ
ら
ま
ほ
し
き
事
な
り
」
 
と
い
う
意
見
で
話
を
結
ぶ
。
兼
好
は
そ
の
法
師
の
無
知
を
 
 批

評
す
る
の
で
は
な
く
、
何
事
に
も
そ
の
道
の
 
「
先
達
」
 
の
意
見
を
求
め
る
意
識
が
必
 
 

要
で
あ
る
と
一
号
っ
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
五
三
段
は
鼎
法
師
の
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
は
兼
好
の
明
ら
か
な
意
見
は
見
ら
れ
 
 

な
い
が
、
場
面
に
よ
っ
て
は
現
在
形
で
記
し
て
お
り
、
読
み
手
に
臨
場
感
を
与
え
る
。
「
満
 
 

座
興
に
入
る
事
か
ぎ
り
な
し
」
、
「
人
の
あ
や
し
み
見
る
事
か
ぎ
り
な
し
」
と
は
、
法
師
 
 

が
鼎
を
被
っ
て
舞
う
時
の
酒
宴
の
様
子
や
鼎
に
惟
子
を
か
け
て
医
者
の
所
へ
向
か
う
道
 
 

中
の
様
な
ど
を
措
い
て
お
り
、
読
み
手
も
そ
の
場
面
に
遭
遇
し
て
い
る
感
を
抱
く
。
調
 
 

子
に
乗
っ
て
羽
目
を
外
し
た
人
間
の
顛
末
を
、
事
実
の
み
客
観
的
に
描
く
。
 
 
 

第
五
四
段
は
、
風
流
な
破
子
を
作
っ
た
法
師
た
ち
が
稚
児
を
そ
そ
の
か
し
て
連
れ
だ
 
 

し
、
趣
向
を
凝
ら
す
話
で
あ
る
。
兼
好
は
そ
う
い
っ
た
法
師
の
作
為
を
「
あ
ま
り
に
興
 
 

あ
ら
ん
と
す
る
事
は
、
必
ず
あ
い
な
き
も
の
な
り
」
と
明
確
に
批
判
す
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
第
五
二
段
か
ら
五
四
段
ま
で
、
仁
和
寺
の
法
師
の
失
敗
話
が
連
続
し
て
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
兼
好
は
仁
和
寺
を
囲
む
丘
陵
の
一
つ
で
あ
る
双
ケ
岡
に
し
ば
ら
く
住
 
 

居
を
構
え
た
こ
と
が
あ
り
、
仁
和
寺
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
く
環
境
に
あ
っ
た
。
ま
た
 
 

第
六
十
段
に
見
え
る
真
来
院
は
仁
和
寺
に
所
属
す
る
院
家
の
一
つ
で
あ
り
、
第
一
六
二
 
 

段
は
、
仁
和
寺
に
所
属
す
る
院
家
遍
照
寺
の
承
仕
法
師
が
大
雁
を
ね
じ
り
殺
す
話
、
第
 
 

二
鵬
八
段
は
仁
和
寺
の
下
法
師
が
狐
に
足
を
食
い
つ
か
れ
る
話
で
あ
る
。
兼
好
に
と
っ
 
 

て
仁
和
寺
は
身
近
な
寺
院
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
先
の
 
「
仁
和
寺
の
法
師
」
 
 

の
章
段
を
三
話
続
け
た
の
に
は
、
兼
好
の
意
図
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

仁
和
寺
は
光
孝
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
造
営
が
始
め
ら
れ
、
歴
代
の
住
職
は
法
親
王
 
 

が
任
じ
ら
れ
る
格
式
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
仁
和
寺
の
法
師
が
、
無
知
で
石
清
水
八
 
 

幡
宮
を
参
拝
で
き
な
か
っ
た
り
、
調
子
に
乗
っ
て
鼎
を
被
っ
た
り
、
ま
た
法
師
ど
う
し
 
 

で
の
の
し
り
あ
う
。
そ
の
よ
う
な
仁
和
寺
の
法
師
の
修
行
す
る
場
面
は
示
さ
れ
な
い
。
 
 

世
俗
の
人
間
と
全
く
変
わ
ら
ず
、
露
骨
に
感
情
を
表
し
、
雰
囲
気
や
場
に
乗
じ
た
振
る
 
 

舞
い
を
す
る
。
三
話
連
続
し
た
失
敗
話
か
ら
は
、
「
法
師
」
と
い
う
位
相
で
は
な
く
、
人
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間
の
お
か
し
み
に
言
及
す
る
兼
好
の
批
判
精
神
が
見
え
て
く
る
。
 
 
 

第
八
六
段
は
惟
継
中
納
言
が
三
井
寺
の
円
伊
僧
正
に
対
し
て
 
「
御
坊
を
ば
寺
法
師
と
 
 

こ
そ
申
し
つ
れ
ど
、
寺
は
な
け
れ
ば
、
今
よ
り
は
法
師
と
こ
そ
申
さ
め
」
 
と
機
知
に
富
 
 

ん
だ
〓
言
を
述
べ
た
詣
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
正
歴
四
年
 
（
九
九
三
）
 
以
降
分
裂
し
、
武
 
 

（
－
ワ
ニ
 
 

カ
抗
争
が
続
い
た
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
歴
史
の
一
端
を
も
描
く
。
山
門
衆
徒
も
寺
門
衆
 
 

徒
も
、
出
家
着
で
あ
り
な
が
ら
、
武
力
で
双
方
の
修
行
の
場
を
焼
き
払
う
。
一
方
中
納
 
 

言
は
出
家
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
当
時
「
一
生
精
進
」
 
の
心
構
え
で
読
経
し
て
過
ご
 
 

し
、
「
風
月
の
才
」
な
ら
で
は
の
発
想
に
よ
り
客
観
的
な
立
場
で
武
力
抗
争
を
眺
め
ら
れ
 
 

た
。
そ
の
よ
う
な
中
納
言
の
言
葉
を
、
兼
好
は
 
「
い
み
じ
き
秀
句
」
 
と
称
え
、
中
納
言
 
 

の
人
柄
に
共
感
を
寄
せ
る
。
 
 
 

続
く
第
八
七
段
に
は
、
具
覚
房
と
い
う
「
遁
世
の
僧
」
が
、
下
部
に
洒
を
飲
ま
せ
、
 
 

宇
治
の
木
幡
で
警
固
の
兵
士
を
連
れ
た
奈
良
法
師
に
出
会
う
場
面
が
あ
る
。
興
福
寺
の
 
 

荘
園
を
刀
や
弓
な
ど
の
武
力
で
守
っ
て
い
た
当
時
の
寺
院
の
様
相
が
う
か
が
え
る
。
当
 
 

時
の
寺
院
社
会
は
派
閥
を
作
り
、
各
々
の
権
力
を
誇
示
し
、
互
い
に
反
駁
し
合
っ
て
い
 
 

た
。
そ
こ
に
は
仏
道
に
精
進
す
る
 
「
法
師
」
 
の
姿
は
見
え
ず
、
武
力
や
権
威
に
と
ら
わ
 
 

れ
た
「
法
師
た
ち
」
が
い
る
。
兼
好
は
、
一
方
、
具
覚
房
を
、
「
な
ま
め
き
た
る
遁
世
の
 
 

僧
」
と
呼
び
、
体
制
を
離
脱
し
て
自
由
に
出
家
遁
世
を
し
、
市
井
に
生
き
る
絵
師
を
生
 
 

き
生
き
と
描
く
。
 
 
 

第
八
九
段
は
猫
ま
た
の
話
で
あ
る
。
兼
好
は
こ
の
連
歌
を
噂
む
法
師
に
対
す
る
批
評
 
 

や
疑
問
、
感
想
を
直
接
に
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
芸
事
を
噂
好
し
た
市
井
の
怯
 
 

師
が
絡
ま
た
の
噂
を
気
に
留
め
て
猫
ま
た
と
お
ぼ
し
き
も
の
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
臨
場
 
 

感
あ
ふ
れ
る
様
子
、
周
囲
の
騒
動
、
そ
し
て
最
後
に
猫
ま
た
の
正
体
を
明
か
す
と
い
う
 
 

構
成
か
ら
、
兼
好
の
ね
ら
い
が
見
え
て
く
る
。
読
み
手
は
本
段
の
最
後
に
な
っ
て
、
法
 
 

師
の
思
い
こ
み
 
（
猫
ま
た
）
 
と
事
実
 
（
飼
い
犬
）
 
と
の
落
差
に
驚
か
さ
れ
る
。
事
実
を
 
 

確
か
め
ず
に
人
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
川
に
落
ち
、
連
歌
の
懸
賞
品
を
無
駄
に
し
て
し
 
 

ま
う
、
こ
の
連
歌
を
詠
む
法
師
が
、
愚
か
な
人
間
と
し
て
読
み
手
に
鮮
明
な
印
象
を
与
 
 

え
る
。
噂
に
関
し
て
は
、
第
七
三
段
で
兼
好
は
、
「
世
に
語
り
伝
ふ
る
事
、
ま
こ
と
は
あ
 
 

い
な
き
に
や
、
多
く
は
皆
虚
言
な
り
」
 
と
述
べ
て
お
り
、
猫
ま
た
の
噂
に
惑
わ
さ
れ
る
 
 

人
間
を
、
兼
好
は
批
判
的
に
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
『
徒
然
草
』
の
説
話
的
章
段
に
語
ら
れ
る
 
「
法
師
」
 
た
ち
は
、
寺
院
内
 
 

に
お
い
て
も
世
俗
に
お
い
て
も
、
仏
道
に
生
き
る
 
「
法
師
」
 
で
は
な
く
、
目
前
の
事
象
 
 

に
感
情
が
と
ら
わ
れ
た
人
間
で
あ
る
。
兼
好
は
伝
聞
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
ば
か
り
 
 

で
は
な
く
、
時
に
は
現
在
形
を
差
し
挟
み
（
第
五
三
段
、
第
八
九
段
）
、
臨
場
感
を
も
た
 
 

せ
、
法
師
の
失
敗
な
ど
を
語
る
。
兼
好
は
人
づ
て
に
聞
い
た
話
の
中
か
ら
寺
院
や
市
井
 
 

に
生
き
る
多
様
な
法
師
を
取
り
上
げ
る
。
仁
和
寺
の
世
俗
化
さ
れ
た
法
師
も
い
れ
ば
、
 
 

武
力
闘
争
に
囚
わ
れ
た
当
時
の
法
師
や
自
由
に
出
家
遁
世
し
た
世
俗
の
法
師
も
い
る
。
 
 

そ
の
よ
う
な
「
法
師
」
 
に
対
し
て
好
意
的
に
描
く
の
で
は
な
く
、
時
に
は
滑
稽
な
笑
い
 
 

の
対
象
と
し
て
表
現
す
る
。
兼
好
の
関
心
事
は
、
法
師
の
人
間
性
そ
の
も
の
に
あ
る
。
 
 

そ
れ
ゆ
え
説
話
的
章
段
で
語
ら
れ
る
 
「
法
師
」
 
は
、
そ
の
人
間
の
言
動
に
焦
点
が
紋
ら
 
 

れ
る
。
法
師
と
い
う
位
相
を
看
破
し
人
間
の
性
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
兼
好
の
意
図
が
う
 
 

か
が
え
る
。
 
 

四
 
日
記
的
章
段
に
記
さ
れ
る
「
法
師
」
 
 

詣
が
経
験
過
去
の
助
動
詞
「
き
・
し
・
し
か
」
 
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
 
 

兼
好
が
実
際
に
そ
の
現
場
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
体
験
談
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
 
 

と
を
意
味
す
る
。
『
徒
然
草
』
の
日
記
的
章
段
で
は
、
「
法
師
」
と
い
う
言
葉
に
、
実
体
 
 

験
を
通
じ
た
兼
好
自
身
の
意
味
づ
け
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
四
一
段
は
五
月
五
日
の
賀
茂
の
競
馬
の
話
で
あ
る
。
本
段
に
関
し
て
は
、
桑
原
博
 
 

T
1
3
）
 
 

史
氏
や
細
谷
直
樹
氏
な
ど
に
総
合
的
な
意
見
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
法
師
」
に
つ
い
 
 

て
の
み
検
討
し
て
み
る
。
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5
 
 

田
 
 

中
 
 
 

こ
の
四
一
段
に
登
場
す
る
法
師
は
、
競
馬
を
見
る
た
め
に
、
見
物
人
を
避
け
て
木
に
 
 

登
る
。
さ
ら
に
、
う
た
た
寝
を
し
て
、
時
折
木
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
る
。
し
か
し
兼
好
 
 

は
こ
の
法
師
の
行
動
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、
死
を
忘
れ
て
「
物
見
て
日
を
暮
ら
す
」
 
こ
 
 

と
は
愚
か
で
あ
る
と
、
法
師
を
椰
輸
す
る
見
物
人
の
言
葉
の
方
に
感
想
を
漏
ら
す
。
危
 
 

険
を
犯
し
て
ま
で
競
馬
見
物
に
執
心
し
て
木
に
登
り
、
う
た
た
寝
を
す
る
法
師
は
、
修
 
 

行
者
の
 
「
法
師
」
 
で
は
な
い
。
仏
教
の
戒
律
か
ら
離
れ
、
生
死
を
考
え
ず
、
自
由
気
ま
 
 

（
1
4
）
 
 

ま
に
見
物
し
て
、
世
俗
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
法
師
、
在
家
の
沙
弥
で
あ
る
。
兼
好
か
 
 

ら
す
る
と
、
う
た
た
寝
を
す
る
法
師
は
、
ま
さ
に
「
愚
か
な
」
法
師
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
八
四
段
は
法
顕
三
蔵
に
対
す
る
弘
融
僧
都
の
話
で
あ
る
。
法
顕
三
蔵
は
、
六
十
余
 
 

歳
の
時
に
イ
ン
ド
に
渡
り
、
十
三
年
間
、
多
く
の
仏
典
を
求
め
た
中
国
束
晋
時
代
の
高
 
 

（
－
ら
）
 
 

僧
で
あ
る
。
故
郷
を
懐
か
し
む
三
蔵
を
、
「
心
弱
き
気
色
」
と
批
判
す
る
者
に
対
し
、
弘
 
 

融
僧
都
は
、
反
対
に
 
「
優
に
情
あ
り
け
る
三
蔵
か
な
」
と
好
意
的
に
受
け
取
る
。
 
 
 

こ
の
弘
融
僧
都
は
、
仁
和
寺
に
所
属
し
、
弘
舜
僧
正
の
付
法
で
あ
り
、
兼
好
よ
り
四
 
 

（
1
8
）
 
 

歳
ほ
ど
年
上
の
法
師
で
あ
る
。
兼
好
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
第
八
二
段
に
 
 

も
言
葉
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
兼
好
は
そ
こ
で
も
弘
融
僧
都
の
見
方
に
共
感
し
て
 
 

い
る
。
仁
和
寺
と
言
え
ば
、
三
話
連
続
し
た
 
「
仁
和
寺
の
法
師
」
 
の
失
敗
話
 
（
第
五
二
 
 

段
～
五
四
段
）
 
か
ら
は
、
兼
好
の
批
判
精
神
が
見
え
る
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
仁
和
寺
 
 

の
弘
融
僧
都
に
関
し
て
は
、
兼
好
の
意
識
は
異
な
る
。
並
々
な
ら
ぬ
求
道
心
を
持
ち
な
 
 

が
ら
も
、
故
郷
を
懐
か
し
む
法
顕
三
蔵
の
人
間
性
を
即
座
に
見
抜
い
た
弘
融
僧
都
の
言
 
 

葉
に
対
し
て
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
兼
好
は
、
「
法
師
の
や
う
に
も
あ
ら
ず
、
心
に
く
 
 

く
覚
え
し
か
」
と
深
い
感
動
と
羨
望
を
覚
え
る
。
こ
の
場
面
の
 
「
法
師
」
 
は
、
兼
好
が
 
 

（
1
7
）
 
 

生
き
て
い
た
時
代
の
法
師
、
「
出
家
者
t
般
」
を
さ
す
。
法
顕
三
蔵
の
胸
中
を
慮
る
弘
融
 
 

僧
都
は
、
一
般
的
な
「
法
師
」
 
と
は
違
っ
た
発
想
で
あ
る
こ
と
を
、
兼
好
は
身
を
も
っ
 
 

て
実
感
す
る
。
思
い
が
け
な
い
言
葉
に
「
心
に
く
し
」
（
し
ゃ
く
に
さ
わ
る
ほ
ど
素
晴
ら
 
 

し
い
）
 
と
弘
融
僧
都
を
称
え
、
そ
れ
が
却
っ
て
一
般
的
な
 
「
法
師
」
 
に
対
す
る
兼
好
の
 
 

批
判
の
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
九
〇
段
は
大
納
言
法
印
の
稚
児
、
乙
鶴
丸
の
詣
で
あ
る
。
僧
位
の
最
高
の
地
位
に
 
 

い
る
法
印
が
、
乙
鶴
丸
の
相
手
、
「
や
す
ら
殿
」
の
容
貌
を
、
兼
好
の
前
で
尋
ね
た
話
で
 
 

あ
る
。
こ
の
段
に
お
け
る
「
法
師
」
は
、
「
男
か
法
師
か
」
と
並
列
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
 
 

「
在
俗
の
男
子
か
、
剃
髪
僧
衣
の
法
師
か
」
と
の
意
味
に
解
釈
し
て
よ
い
。
ま
た
第
二
 
 

三
二
段
に
お
け
る
「
琵
琶
法
師
、
め
く
ら
法
師
」
 
は
芸
能
を
身
に
つ
け
た
剃
髪
僧
衣
の
 
 

法
師
の
こ
と
を
、
そ
し
て
第
二
三
八
段
の
 
「
法
師
ど
も
」
 
は
賢
助
僧
正
に
伴
っ
た
東
寺
 
 

の
出
家
者
を
表
す
。
い
ず
れ
も
「
法
師
」
 
に
対
す
る
独
自
の
見
方
は
う
か
が
え
な
い
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
日
記
的
章
段
に
記
さ
れ
る
 
「
法
師
」
 
に
つ
い
て
、
各
章
段
共
通
し
て
 
 

出
家
者
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
中
で
第
四
一
段
で
は
在
家
の
沙
弥
 
 

の
有
様
を
「
愚
か
な
」
法
師
と
し
て
兼
好
は
と
ら
え
た
。
第
八
四
段
で
は
弘
融
僧
都
と
 
 

の
比
較
に
よ
っ
て
、
一
般
的
な
 
「
法
師
」
 
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
た
。
で
 
 

は
兼
好
に
と
つ
て
一
般
的
な
 
「
絵
師
」
 
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
随
 
 

想
的
章
段
の
 
「
法
師
」
 
か
ら
、
兼
好
が
生
き
て
い
た
時
代
の
法
師
に
つ
い
て
読
み
解
い
 
 

て
い
く
。
 
 

五
 
随
想
的
章
段
の
 
「
法
師
」
 
 

『
徒
然
草
』
に
お
い
て
現
在
時
制
で
語
る
随
想
的
章
段
で
は
、
兼
好
の
 
「
法
師
」
 
に
 
 

対
す
る
率
直
な
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
一
段
は
「
法
師
ば
か
り
羨
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
は
あ
ら
じ
」
と
始
ま
る
章
段
で
あ
る
。
 
 

兼
好
は
「
法
師
」
は
羨
ま
し
く
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
第
 
 

（
－
8
｝
 
 

五
段
を
踏
ま
え
、
権
勢
が
盛
ん
な
 
「
法
師
」
 
を
批
判
す
る
。
世
間
の
名
声
に
執
着
す
る
 
 

こ
と
は
仏
道
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
叡
山
の
座
主
慈
恵
の
弟
子
で
、
名
利
を
嫌
悪
 
 

T
∴
ヱ
 
 

し
て
隠
遁
し
た
高
僧
で
あ
る
「
僧
賀
ひ
じ
り
」
 
の
言
葉
を
借
り
て
指
摘
す
る
。
こ
の
段
 
 

に
記
さ
れ
る
「
法
師
」
と
は
、
「
名
聞
」
 
に
執
着
し
、
「
仏
の
御
教
」
 
に
背
い
た
生
き
方
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を
し
て
い
る
 
「
法
師
」
 
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
寺
院
（
修
行
の
場
）
 
の
法
師
が
考
え
ら
 
 

れ
る
。
天
台
宗
の
場
合
、
園
城
寺
や
延
暦
寺
の
抗
争
、
宗
派
内
の
階
層
の
成
立
、
天
台
 
 

（
2
0
）
 
座
主
の
貴
族
化
な
ど
、
寺
院
は
宗
派
内
部
の
権
力
・
身
分
争
い
の
場
と
化
し
て
い
た
。
 
 

寺
院
は
本
来
な
ら
ば
仏
道
修
行
に
励
む
場
所
で
あ
る
が
、
も
は
や
そ
の
権
威
は
失
墜
し
 
 

て
い
た
。
修
行
を
望
む
者
は
寺
院
を
離
れ
、
「
名
聞
」
と
切
り
離
し
た
生
活
を
送
っ
た
。
 
 

先
述
の
僧
賀
ひ
じ
り
の
生
き
方
は
ま
さ
に
そ
の
一
例
で
あ
る
。
兼
好
は
一
途
に
修
行
す
 
 

る
「
世
捨
人
」
に
こ
そ
か
え
っ
て
望
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
述
べ
、
当
世
の
「
法
師
」
 
 

と
比
較
す
る
。
 
 
 

第
七
大
段
の
 
「
世
の
覚
え
は
な
や
か
な
る
あ
た
り
に
、
嘆
き
も
喜
び
も
あ
り
て
、
人
 
 

多
く
行
き
訪
ふ
中
に
、
聖
法
師
の
ま
じ
り
て
、
言
ひ
入
れ
た
た
ず
み
た
る
こ
そ
、
さ
ら
 
 

ず
と
も
見
ゆ
れ
」
や
第
七
七
段
の
 
「
こ
と
に
、
か
た
ほ
と
り
な
る
聖
法
師
な
ど
ぞ
、
世
 
 

の
人
の
上
は
、
わ
が
ご
と
く
尋
ね
聞
き
、
い
か
で
か
ば
か
り
は
知
り
け
ん
と
覚
ゆ
ま
で
 
 

ぞ
、
言
ひ
散
ら
す
め
る
」
等
の
「
聖
法
師
」
 
へ
の
思
い
も
注
意
し
て
よ
い
。
「
聖
法
師
」
 
 

（
2
1
）
 
 

と
は
、
官
寺
に
入
ら
ず
山
野
で
隠
遁
修
行
す
る
民
間
の
出
家
看
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
 
 

「
聖
法
師
」
が
仏
道
に
励
ん
で
い
た
訳
で
は
な
い
。
事
実
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
巻
一
 
 

（
2
2
）
 
 

の
六
）
 
で
は
 
「
ウ
ソ
を
職
業
と
す
る
法
師
」
 
の
実
態
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
兼
好
が
 
 

『
徒
然
草
』
に
も
引
用
す
る
『
一
言
芳
談
』
に
は
、
「
聖
法
師
」
 
の
在
り
方
を
、
「
聖
法
 
 

（
リ
】
コ
）
 
 

師
の
、
今
生
に
徳
を
ひ
ら
く
事
は
、
大
略
、
後
世
の
た
め
に
は
捨
て
物
な
り
」
と
述
べ
 
 

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
聖
法
師
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
在
り
方
を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
の
 
 

だ
が
、
兼
好
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
「
法
師
」
 
は
世
間
に
関
わ
ら
な
い
方
が
よ
 
 

い
と
勧
め
て
い
る
。
兼
好
は
第
五
八
段
で
「
心
は
縁
に
ひ
か
れ
て
う
つ
る
も
の
な
れ
ば
、
 
 

閑
な
ら
で
は
道
行
じ
が
た
し
」
と
、
道
心
者
の
心
構
え
を
説
く
。
そ
し
て
 
「
そ
の
う
つ
 
 

は
も
の
、
昔
の
人
に
及
ば
ず
」
 
と
い
う
よ
う
に
兼
好
は
 
「
昔
の
人
」
 
と
比
較
し
て
、
当
 
 

時
の
人
間
の
脆
さ
や
弱
さ
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
環
境
が
大
事
で
あ
る
と
述
べ
る
。
 
 

世
間
の
名
誉
や
噂
に
翻
弄
さ
れ
る
聖
法
師
を
、
兼
好
は
見
苦
し
く
思
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

聖
法
師
に
対
し
て
批
判
的
な
見
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

第
八
〇
段
 
 

人
ご
と
に
、
我
が
身
に
う
と
き
事
を
の
み
ぞ
好
め
る
。
法
師
は
兵
の
道
を
立
て
、
 
 

夷
は
弓
ひ
く
術
知
ら
ず
、
仏
法
知
り
た
る
気
色
し
、
連
歌
し
、
管
弦
を
噛
み
あ
へ
 
 

り
。
さ
れ
ど
、
お
ろ
か
な
る
お
の
れ
が
道
よ
り
は
、
な
ほ
人
に
思
ひ
侮
ら
れ
ぬ
べ
 
 

し
。
法
師
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
上
達
部
・
殿
上
人
、
上
ざ
ま
ま
で
お
し
な
べ
て
、
 
 

武
を
好
む
人
多
か
り
。
（
中
略
）
人
倫
に
遠
く
、
禽
獣
に
近
き
ふ
る
ま
ひ
、
そ
の
家
 
 

に
あ
ら
ず
は
、
好
み
て
益
な
き
こ
と
な
り
。
 
 
 

第
八
〇
段
は
、
専
門
外
の
事
柄
、
武
術
に
関
心
を
持
つ
者
へ
の
批
判
で
あ
る
。
第
一
 
 

段
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
時
は
武
力
に
よ
っ
て
寺
社
を
守
り
、
権
力
を
誇
示
す
る
法
 
 

師
た
ち
が
い
た
。
兼
好
は
「
お
ろ
か
な
る
お
の
れ
が
道
」
よ
り
は
人
に
侮
蔑
さ
れ
て
し
 
 

ま
う
に
違
い
な
い
と
断
言
し
、
お
の
れ
の
 
「
道
」
 
の
肝
要
を
説
い
て
い
る
。
 
 
 

兼
好
に
と
っ
て
「
道
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
『
徒
然
草
』
に
は
「
道
」
と
い
う
語
が
、
 
 

（
2
4
）
 
 

『
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
六
一
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
道
 
 

を
行
ぜ
ん
」
 
（
第
四
九
）
、
「
道
を
修
せ
ん
」
 
（
第
二
四
一
段
）
な
ど
「
仏
道
」
 
の
意
味
と
 
 

し
て
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
別
の
意
味
で
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
「
文
の
 
 

道
、
作
文
・
和
歌
・
管
弦
の
道
」
（
第
一
段
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
～
の
道
」
と
い
う
 
 

把
握
の
仕
方
（
第
四
・
九
二
四
二
≡
・
八
〇
・
一
二
二
・
一
四
二
段
）
。
宇
治
の
里
 
 

人
を
呼
ん
で
水
車
を
作
ら
せ
成
功
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
兼
好
は
「
万
に
そ
の
道
を
知
 
 

れ
る
者
は
、
や
ん
ご
と
な
き
も
の
な
り
」
と
感
心
し
た
り
（
第
五
一
段
）
、
芸
道
の
掟
を
 
 

守
る
こ
と
で
や
が
て
模
範
と
な
り
、
そ
れ
は
「
諸
道
か
は
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
ど
の
「
道
」
 
 

（
2
5
）
 
 

に
も
共
通
の
普
遍
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
り
（
第
一
五
〇
段
）
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
 
 

例
に
過
ぎ
な
い
が
、
兼
好
は
「
道
」
を
「
専
門
・
方
面
」
 
の
意
味
と
し
て
使
用
す
る
こ
 
 

と
が
多
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

兼
好
に
と
つ
て
武
術
は
、
「
人
倫
に
遠
く
、
禽
獣
に
近
き
ふ
る
ま
ひ
」
 
「
そ
の
家
に
あ
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ら
ず
は
、
好
み
て
益
な
き
こ
と
」
 
で
あ
る
。
よ
っ
て
専
門
以
外
の
者
が
武
術
を
好
む
こ
 
 

と
に
対
し
て
、
否
定
的
で
あ
る
。
ま
し
て
こ
の
事
段
の
 
「
法
師
」
 
は
、
仏
道
の
立
場
に
 
 

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
お
ろ
か
な
る
お
の
れ
が
道
」
か
ら
逸
脱
し
、
「
人
ご
と
に
、
 
 

わ
が
身
に
う
と
き
事
を
の
み
ぞ
好
め
る
」
状
況
に
い
る
。
そ
う
い
う
「
法
師
」
を
兼
好
 
 

は
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

第
一
八
八
段
 
 

或
者
、
子
を
法
師
に
な
し
て
、
「
学
問
し
て
因
果
の
理
を
も
知
り
、
説
経
な
ど
し
 
 

て
世
を
わ
た
る
た
づ
き
と
も
せ
よ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
教
へ
の
ま
ま
に
、
説
経
師
 
 

に
な
ら
ん
た
め
に
、
先
づ
馬
に
乗
り
習
ひ
け
り
。
（
中
略
）
次
に
、
仏
事
の
の
ち
、
 
 

酒
な
ど
す
す
む
る
事
あ
ら
ん
に
、
法
師
の
無
下
に
能
な
き
は
、
檀
那
す
さ
ま
じ
く
 
 

思
ふ
べ
し
と
て
、
早
歌
と
い
ふ
こ
と
を
習
ひ
け
り
。
二
つ
の
わ
ざ
、
や
う
や
う
境
 
 

に
入
り
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
よ
く
し
た
く
覚
え
て
噛
み
け
る
ほ
ど
に
、
説
経
習
ふ
 
 

べ
き
隙
な
く
て
、
年
寄
り
に
け
り
。
こ
の
法
師
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
世
間
の
人
、
 
 

な
べ
て
こ
の
事
あ
り
。
（
中
略
）
さ
れ
ば
、
一
生
の
う
ち
、
む
ね
と
あ
ら
ま
ほ
し
か
 
 

ら
ん
事
の
中
に
、
い
づ
れ
か
ま
さ
る
と
思
ひ
く
ら
べ
て
、
第
一
の
事
を
案
じ
定
め
 
 

て
、
そ
の
外
は
思
ひ
捨
て
て
、
一
事
を
は
げ
む
べ
し
。
（
以
下
略
）
 
 
 

こ
の
章
段
の
「
法
師
」
は
、
「
世
を
わ
た
る
た
づ
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、
生
活
の
手
だ
 
 

て
に
な
る
職
業
、
説
経
師
に
な
る
 
「
法
師
」
 
で
あ
る
。
関
山
和
夫
氏
は
、
説
経
節
と
い
 
 

う
職
業
は
平
安
時
代
に
は
成
立
し
、
中
世
で
は
説
経
が
庶
民
層
に
浸
透
し
、
や
が
て
芸
 
 

ヘ
リ
〓
h
】
 
 

能
化
し
て
い
く
と
指
摘
し
、
そ
の
一
つ
に
琵
琶
法
師
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
『
徒
 
 

然
草
』
第
二
二
大
段
、
第
二
三
二
段
に
は
 
「
琵
琶
法
師
」
 
の
記
述
が
見
え
る
。
し
か
し
 
 

第
一
八
八
段
の
 
「
子
」
 
は
説
経
師
に
な
る
た
め
に
、
学
問
を
手
段
と
す
る
の
で
は
な
く
 
 

先
に
乗
馬
や
早
歌
を
習
い
、
そ
の
結
果
、
説
経
を
学
ぶ
時
間
が
な
く
な
り
、
説
経
師
に
 
 

な
れ
な
か
っ
た
。
「
道
」
と
い
う
基
準
か
ら
外
れ
、
本
分
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
「
法
師
」
 
 

な
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
子
」
 
に
と
つ
て
、
「
法
師
」
 
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
馬
な
ど
 
 

迎
へ
に
お
こ
せ
た
ら
ん
に
、
桃
尻
に
て
落
ち
な
ん
は
、
心
憂
か
る
べ
し
」
「
法
師
の
無
下
 
 

に
能
な
き
は
、
檀
那
す
さ
ま
じ
く
思
ふ
べ
し
と
て
、
早
歌
と
い
ふ
こ
と
を
習
ひ
」
と
い
 
 

う
文
か
ら
、
恐
ら
く
「
子
」
は
、
実
際
に
乗
馬
し
た
り
早
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
法
師
を
 
 

見
聞
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
子
」
の
持
つ
「
法
師
」
の
姿
だ
っ
た
。
一
方
、
 
 

「
或
者
」
は
「
学
問
し
て
因
果
の
理
」
を
知
る
こ
と
が
 
「
法
師
」
 
に
な
る
に
あ
た
っ
て
 
 

必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
上
で
生
活
の
手
段
と
し
て
説
経
師
に
な
る
こ
 
 

と
を
勧
め
た
。
こ
の
 
「
子
」
は
「
或
者
」
 
の
意
思
を
汲
む
力
が
足
り
ず
、
「
法
師
」
に
対
 
 

す
る
認
識
不
足
の
た
め
、
仏
の
道
を
学
ぶ
意
味
を
思
い
違
い
し
て
乗
馬
や
早
歌
を
習
い
、
 
 

本
来
の
 
「
道
」
 
か
ら
離
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。
当
時
の
法
師
が
こ
の
 
「
子
」
 
の
思
い
描
 
 

く
よ
う
な
実
態
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
兼
好
は
、
こ
の
 
「
法
師
」
 
の
例
を
挙
げ
て
普
遍
 
 

的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
た
だ
 
「
一
事
を
は
げ
む
べ
し
」
 
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
 
「
一
 
 

事
を
必
ず
成
す
」
こ
と
に
、
他
を
顧
み
ず
に
い
る
こ
と
を
勧
め
、
「
ま
す
ほ
の
薄
」
の
事
 
 

を
知
っ
て
い
る
聖
に
会
い
に
、
雨
中
に
出
か
け
る
「
登
蓮
法
師
」
に
つ
い
て
触
れ
る
。
「
人
 
 

の
命
は
、
雨
の
晴
れ
間
を
も
待
つ
も
の
か
は
」
と
無
常
を
自
覚
し
て
教
え
を
請
い
に
旅
 
 

立
つ
登
遵
法
師
の
態
度
に
、
「
ゆ
ゆ
し
く
あ
り
が
た
う
覚
ゆ
れ
」
と
賞
賛
す
る
。
そ
こ
に
 
 

は
無
常
を
踏
ま
え
て
一
途
に
教
え
を
追
求
す
る
登
蓮
法
師
の
姿
勢
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
 
 

と
い
う
兼
好
の
思
い
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

仏
の
道
を
学
ぶ
筋
を
間
違
え
た
「
法
師
」
、
教
え
を
求
め
に
迅
速
に
行
動
す
る
「
登
蓮
 
 

（
2
7
）
 
法
師
」
、
兼
好
は
「
法
師
」
そ
の
も
の
を
批
判
し
な
い
。
小
西
甚
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
 
 

兼
好
は
筋
を
通
す
者
に
は
好
意
的
な
見
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
「
道
」
を
 
 

生
き
た
者
の
姿
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
「
道
」
 
の
在
り
方
が
表
面
化
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

第
一
九
三
段
 
 

く
ら
き
人
の
、
人
を
は
か
り
て
、
そ
の
智
を
知
れ
り
と
思
は
ん
、
さ
ら
に
あ
た
 
 

る
べ
か
ら
ず
。
つ
た
な
き
人
の
、
碁
う
つ
事
ば
か
り
に
さ
と
く
巧
み
な
る
は
、
か
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し
こ
き
人
の
、
こ
の
芸
に
お
ろ
か
な
る
を
見
て
、
己
が
智
に
及
ば
ず
と
定
め
て
、
 
 

万
の
道
の
匠
、
我
が
道
を
人
の
知
ら
ざ
る
を
見
て
、
己
す
ぐ
れ
た
り
と
思
は
ん
事
、
 
 

大
き
な
る
誤
り
な
る
べ
し
。
文
字
の
法
師
、
暗
証
の
禅
師
、
た
が
ひ
に
は
か
り
て
、
 
 
 

己
に
し
か
ず
と
思
へ
る
、
と
も
に
あ
た
ら
ず
。
己
が
境
界
に
あ
ら
ざ
る
も
の
を
ば
、
 
 

あ
ら
そ
ふ
べ
か
ら
ず
、
是
非
す
べ
か
ら
ず
。
 
 
 

「
文
字
の
法
師
、
暗
証
の
禅
師
」
は
、
兼
好
の
主
張
、
「
く
ら
き
人
の
、
人
を
は
か
り
 
 

て
、
そ
の
智
を
知
れ
り
と
思
は
ん
、
さ
ら
に
あ
た
る
べ
か
ら
ず
」
 
に
対
す
る
例
の
一
つ
 
 

で
あ
る
。
「
文
字
の
法
師
」
は
、
「
教
理
を
学
問
的
に
研
究
し
、
悟
道
を
忘
れ
て
い
る
僧
」
 
 

（
2
8
）
 
 

で
あ
り
、
「
暗
証
の
禅
師
」
は
「
悟
道
に
専
念
し
て
教
理
に
暗
い
僧
」
と
い
う
意
味
で
あ
 
 

る
。
安
良
岡
康
作
氏
は
『
摩
詞
止
観
』
な
ど
の
用
例
を
挙
げ
、
兼
好
が
こ
の
語
句
を
使
 
 

■
り
】
リ
ー
 
 

用
し
た
の
も
、
鎌
倉
期
の
仏
教
の
現
実
に
即
し
て
い
る
と
考
察
す
る
。
仏
の
道
を
修
行
 
 

す
る
者
は
、
本
来
な
ら
ば
教
理
と
悟
道
を
共
に
修
学
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
文
字
の
法
 
 

師
」
「
暗
証
の
禅
師
」
と
い
う
言
葉
が
生
じ
る
ほ
ど
、
兼
好
の
時
代
に
は
偏
っ
た
修
行
が
 
 

見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
兼
好
に
と
つ
て
「
文
字
の
法
師
」
も
「
暗
証
の
禅
師
」
も
「
く
 
 

ら
き
人
」
、
つ
ま
り
道
理
の
わ
か
ら
ぬ
人
で
あ
り
、
そ
の
昔
が
相
互
の
智
を
推
測
す
る
よ
 
 

う
な
も
の
な
の
で
、
「
と
も
に
あ
た
ら
ず
」
 
と
い
う
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
よ
う
な
時
代
に
も
お
の
れ
の
 
「
道
」
 
を
ひ
た
む
き
に
生
き
る
法
師
は
い
た
。
第
 
 

一
二
四
段
は
、
「
定
法
法
師
は
、
浄
土
宗
に
恥
ぢ
ず
と
い
へ
ど
も
、
学
匠
を
立
て
ず
、
た
 
 

だ
明
暮
念
仏
し
て
、
や
す
ら
か
に
世
を
過
ぐ
す
あ
り
さ
ま
、
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
。
」
と
い
 
 

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
は
逸
話
を
現
在
形
で
伝
え
て
お
り
、
随
筆
的
章
段
と
見
て
お
 
 

く
0
 
 
 是

法
法
師
は
、
兼
好
と
同
時
代
の
歌
人
で
あ
り
、
ま
た
 
「
学
匠
を
立
て
ず
、
た
だ
明
 
 

暮
念
仏
し
て
、
や
す
ら
か
に
世
を
過
」
ご
す
、
無
常
を
認
識
し
て
い
た
法
師
で
あ
る
。
 
 

是
法
法
師
は
浄
土
宗
で
培
っ
た
 
「
学
」
 
を
あ
て
に
し
な
い
。
ひ
た
す
ら
一
日
中
念
仏
を
 
 

唱
え
る
こ
と
が
 
「
法
師
」
と
し
て
の
 
「
道
」
 
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
心
 
 

は
名
利
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
心
静
か
に
仏
の
道
に
励
ん
で
い
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
『
徒
然
草
』
に
は
、
「
人
は
た
だ
、
無
常
の
身
に
迫
り
ぬ
る
事
を
心
に
ひ
し
 
 

と
か
け
て
、
つ
か
の
ま
も
忘
る
ま
じ
き
な
り
。
…
仏
道
を
つ
と
む
る
心
も
ま
め
や
か
な
 
 

ら
ざ
ら
ん
。
」
 
（
第
四
九
段
）
、
「
食
る
事
の
や
ま
ざ
る
は
、
命
を
終
ふ
る
大
事
、
今
こ
こ
 
 

に
来
れ
り
と
、
た
し
か
に
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
」
 
（
第
l
三
四
段
）
、
「
死
期
は
つ
い
で
を
 
 

待
た
ず
。
死
は
前
よ
り
し
も
来
ら
ず
、
か
ね
て
後
に
迫
れ
り
。
」
（
第
一
五
五
段
）
な
ど
、
 
 

繰
り
返
し
無
常
の
世
を
説
く
章
段
が
多
い
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
兼
好
は
「
あ
だ
 
 

し
野
の
露
き
ゆ
る
時
な
く
、
鳥
部
山
の
梱
立
ち
さ
ら
で
」
（
第
七
段
）
、
「
都
の
中
に
多
き
 
 

人
、
死
な
ざ
る
日
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
一
日
に
一
人
、
二
人
の
み
な
ら
ん
や
。
」
 
（
第
一
 
 

三
七
段
）
 
と
具
体
的
に
 
「
死
」
 
を
身
近
に
感
じ
、
人
の
命
を
見
つ
め
続
け
た
。
そ
の
考
 
 

え
を
踏
ま
え
て
兼
好
は
 
「
開
か
な
る
山
の
奥
、
無
常
の
敵
競
ひ
来
ら
ざ
ら
ん
や
。
そ
の
 
 

死
に
臨
め
る
事
、
軍
の
陣
に
進
め
る
に
お
な
じ
。
」
 
（
第
一
三
七
段
）
 
と
、
兵
に
も
隠
遁
 
 

し
た
草
庵
の
生
活
を
営
む
者
に
も
、
等
し
く
「
死
」
の
到
来
が
来
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 
 

つ
ま
り
身
分
や
立
場
に
関
係
な
く
、
ど
の
人
間
に
も
「
死
」
 
は
平
等
に
訪
れ
る
こ
と
を
 
 

意
味
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
兼
好
は
先
述
の
仏
道
を
追
求
す
る
者
へ
の
心
構
え
を
述
べ
た
 
 

り
 
（
第
四
九
段
）
、
「
人
事
多
か
る
中
に
、
道
を
楽
し
ぶ
よ
り
気
味
探
き
は
な
し
。
」
 
（
第
 
 

一
七
四
段
）
と
仏
道
を
人
生
に
お
け
る
重
要
な
事
と
示
唆
す
る
。
『
徒
然
草
』
で
何
度
も
 
 

表
現
を
変
え
つ
つ
無
常
の
世
に
つ
い
て
語
り
続
け
た
兼
好
は
、
定
法
法
師
の
生
き
方
に
 
 

つ
い
て
、
自
分
の
理
想
を
体
現
し
た
法
師
と
し
て
 
「
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
」
 
と
い
っ
た
深
 
 

い
感
銘
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
感
想
に
は
、
現
実
を
踏
ま
え
た
兼
好
 
 

の
心
情
も
う
か
が
え
る
。
随
想
的
章
段
の
各
段
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
法
師
は
、
 
 

名
聞
に
執
着
し
、
世
俗
と
関
わ
ろ
う
と
し
、
武
術
に
夢
中
に
な
り
、
寺
社
同
士
の
勢
力
 
 

争
い
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
の
実
態
が
あ
っ
た
。
兼
好
は
仏
の
 
「
道
」
 
か
ら
は
ず
れ
た
法
 
 

師
の
有
様
を
見
据
え
て
い
た
。
実
利
に
惑
わ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
師
た
ち
が
い
る
中
 
 

で
、
是
法
法
師
は
仏
の
 
「
道
」
と
い
う
筋
を
通
し
て
日
々
過
ご
し
て
い
る
。
「
い
と
あ
ら
 
 
 



2
 
 

6
 
 

田
 
 

中
 
 

ま
ほ
し
」
、
そ
れ
は
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
難
し
く
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
た
兼
好
 
 

の
意
識
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

兼
好
は
随
想
的
章
段
に
お
い
て
、
「
道
」
の
生
き
方
を
一
つ
の
基
準
に
し
て
「
法
師
」
 
 

を
判
断
し
て
い
た
。
名
聞
に
執
心
し
、
隠
遁
し
て
も
世
間
に
関
心
を
も
ち
、
専
門
外
の
 
 

武
術
を
好
む
「
法
師
」
 
に
対
し
て
は
批
判
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
の
領
域
を
 
 

限
定
し
て
修
行
す
る
「
法
師
」
を
、
道
理
の
わ
か
ら
ぬ
者
と
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
 
 

一
方
登
蓮
絵
師
や
是
法
法
師
な
ど
一
途
に
 
「
道
」
 
を
追
求
す
る
 
「
法
師
」
 
の
生
き
方
に
 
 

は
共
感
す
る
。
「
法
師
」
が
自
己
の
道
を
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
兼
好
の
関
心
 
 

事
は
そ
の
点
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

六
 
ま
と
め
 
 

以
上
、
説
話
的
章
段
、
日
記
的
章
段
、
随
想
的
章
段
と
い
う
三
種
類
の
性
格
の
異
な
 
 

る
記
事
に
つ
い
て
『
徒
然
草
』
に
措
か
れ
語
ら
れ
た
 
「
法
師
」
 
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
 
 

た
。
 
 
 

説
話
的
章
段
の
 
「
法
師
」
 
は
、
実
利
に
と
ら
わ
れ
た
人
間
と
し
て
、
寺
院
や
市
井
に
 
 

生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
せ
た
。
仁
和
寺
の
法
師
（
第
五
二
段
～
第
五
四
段
）
 
や
猫
 
 

ま
た
騒
動
の
法
師
（
第
八
九
段
）
 
の
よ
う
に
、
場
面
に
よ
っ
て
は
「
法
師
」
を
滑
稽
な
 
 

対
象
と
し
て
表
現
し
、
「
披
師
」
と
い
う
位
相
よ
り
も
、
そ
の
人
間
性
や
性
質
に
関
心
を
 
 

示
し
、
好
意
的
に
は
と
ら
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
 
 
 

日
記
的
章
段
で
は
、
出
家
者
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
う
た
た
寝
を
す
 
 

る
法
師
を
愚
か
な
「
法
師
」
と
見
た
り
（
第
四
一
段
）
、
弘
融
僧
都
と
の
比
較
で
一
般
的
 
 

な
 
「
法
師
」
 
を
批
判
し
た
り
 
（
第
八
四
段
）
 
し
て
、
兼
好
は
 
「
法
師
」
 
を
観
察
し
た
感
 
 

想
を
述
べ
て
い
た
。
 
 
 

随
想
的
章
段
に
お
け
る
「
法
師
」
は
、
「
道
」
の
在
り
方
を
一
つ
の
尺
度
に
し
て
、
「
法
 
 

師
」
を
批
評
し
て
い
た
。
名
聞
に
執
心
し
（
第
一
段
）
、
世
間
の
評
判
や
噂
に
関
わ
り
（
第
 
 

七
六
・
第
七
七
段
）
、
武
術
を
好
み
（
第
八
〇
段
）
、
法
師
に
な
る
方
法
を
思
い
違
い
（
第
 
 

一
八
八
段
）
、
専
門
領
域
を
限
定
し
て
修
学
す
る
（
第
一
九
三
段
）
「
法
師
」
た
ち
を
、
「
道
」
 
 

を
実
践
し
た
生
き
方
を
し
て
い
な
い
と
批
判
し
た
。
他
方
で
兼
好
は
登
蓮
法
師
（
第
一
 
 

八
八
段
）
 
が
無
常
を
自
覚
し
て
行
動
す
る
姿
や
、
唱
名
に
よ
っ
て
心
の
平
穏
を
保
ち
達
 
 

観
的
に
生
き
る
是
法
法
師
（
第
一
二
四
段
）
に
共
感
を
覚
え
、
理
想
を
抱
い
た
。
「
法
師
」
 
 

と
し
て
の
生
き
方
を
、
具
体
的
な
人
物
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兼
好
の
理
想
 
 

を
提
示
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
「
法
師
」
に
対
す
る
兼
好
の
見
方
や
態
度
は
、
各
章
段
に
お
い
 
 

て
具
体
的
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
位
相
よ
り
も
人
間
性
に
着
目
し
、
当
時
の
「
法
師
」
 
 

の
有
様
を
如
実
に
措
き
、
批
判
す
る
精
神
が
一
貫
し
て
い
る
。
そ
し
て
 
「
法
師
」
 
に
対
 
 

す
る
兼
好
の
見
解
は
、
彼
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
説
話
的
に
と
り
あ
げ
る
 
「
法
 
 

師
」
 
と
、
日
記
的
に
と
り
あ
げ
る
 
「
法
師
」
 
と
、
随
想
と
し
て
自
己
の
考
え
を
述
べ
る
 
 

段
に
と
り
あ
げ
る
 
「
法
師
」
 
と
は
整
然
と
区
別
し
て
い
る
と
は
言
え
る
。
 
 
 

『
徒
然
草
』
第
九
八
段
で
、
兼
好
は
『
二
言
芳
談
』
の
法
語
を
紹
介
す
る
。
こ
の
法
 
 

語
集
に
は
「
絵
師
」
 
に
対
す
る
直
裁
な
表
現
は
な
い
も
の
の
、
当
時
の
 
「
遁
世
」
 
に
関
 
 

す
る
批
判
が
顕
著
に
見
え
る
。
「
近
来
の
遁
世
の
人
と
い
ふ
は
、
も
と
ゞ
り
切
り
は
つ
れ
 
 

ば
、
い
み
じ
き
学
生
・
説
経
師
と
な
り
…
然
而
生
死
界
を
厭
ふ
心
も
ふ
か
く
、
後
世
の
 
 

つ
と
め
を
い
そ
が
は
し
く
す
る
様
な
る
事
は
、
き
は
め
て
あ
り
が
た
き
也
」
、
「
近
来
は
 
 

遁
世
を
あ
し
く
心
得
て
、
か
へ
り
て
、
気
ぎ
た
な
き
も
の
に
成
り
あ
ひ
た
る
也
。
」
（
『
l
 
 

言
芳
談
称
巻
之
上
』
）
 
「
む
か
し
の
後
世
者
の
振
舞
と
、
今
の
後
世
者
の
風
情
と
は
か
は
 
 

り
て
候
ふ
也
。
」
 
（
『
〓
吾
芳
談
称
巻
之
下
』
）
な
ど
、
昔
と
今
の
出
家
遁
世
の
姿
勢
を
比
 
 

較
し
、
遁
世
の
在
り
方
を
指
摘
す
る
。
『
沙
石
集
』
に
も
「
遁
世
ノ
遁
ハ
時
代
ニ
カ
キ
カ
 
 

（
月
〓
U
）
 
 

ヘ
ム
 
昔
ハ
遁
今
ハ
食
」
と
あ
る
よ
う
に
、
同
様
に
遁
世
者
へ
の
批
判
が
見
ら
れ
る
。
『
徒
 
 

然
草
』
 
の
 
「
法
師
」
 
に
近
い
用
い
方
を
さ
れ
て
い
る
 
「
遁
世
者
」
 
と
い
う
言
葉
の
定
義
 
 

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
察
す
る
。
 
 
 



－63－ 『徒然草』に描かれた「法師」   

兼
好
は
、
そ
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
「
法
師
」
を
観
察
し
続
け
た
。
説
話
的
章
段
、
 
 

日
記
的
章
段
、
随
想
的
章
段
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
師
た
ち
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
兼
 
 

好
は
記
し
た
。
そ
し
て
 
「
道
」
 
と
い
う
観
点
で
 
「
法
師
」
 
の
在
り
方
を
と
ら
え
た
。
そ
 
 

の
中
で
登
蓮
法
師
、
是
法
法
師
な
ど
は
お
の
れ
の
 
「
道
」
 
を
通
す
生
き
方
を
実
践
し
た
 
 

人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
そ
の
時
代
に
確
固
と
し
て
生
き
た
 
「
法
師
」
 
 

が
現
実
に
存
在
し
た
こ
と
を
、
我
々
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

［
注
］
 
 

1
 
本
文
の
引
用
は
永
積
安
明
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
 
方
丈
記
・
徒
然
草
・
正
法
眼
蔵
 
 

随
聞
記
・
欺
異
抄
』
に
拠
る
。
 
 

2
 
呼
称
に
つ
い
て
重
複
す
る
章
段
も
あ
る
が
、
整
理
を
す
る
と
以
下
の
と
お
り
に
な
る
。
時
枝
誠
 
 

記
氏
編
『
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
』
（
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
）
を
参
考
に
し
た
。
カ
ツ
コ
の
 
 

中
の
数
字
は
章
段
を
表
す
。
 
 

記
さ
れ
て
い
る
呼
称
 
 

法
師
 
（
一
・
四
一
・
四
四
・
五
二
・
五
三
・
五
四
二
ハ
〇
・
七
六
・
七
七
・
八
〇
・
八
四
・
 
 

八
六
・
八
七
・
八
九
・
九
〇
・
一
二
四
・
一
六
二
・
l
七
五
・
一
八
八
・
一
九
三
ニ
ー
 
 

一
八
二
一
二
六
二
二
三
一
二
二
二
八
ニ
ー
四
〇
）
 
 

聖
 
〓
・
四
九
・
七
六
・
七
七
・
九
八
・
一
〇
六
・
一
一
t
・
一
二
二
・
一
二
五
・
一
四
一
 
 

・
一
七
九
・
一
八
八
・
二
三
八
）
 
 

大
師
 
（
一
七
三
ニ
ー
〇
五
）
 
 

僧
位
の
 
「
法
印
」
 
（
四
六
・
九
〇
二
九
九
）
 
 

僧
官
の
 
「
僧
正
」
 
（
四
五
・
八
六
・
〓
ハ
〇
ニ
ー
〇
五
二
l
〇
八
二
〓
六
二
二
二
八
）
 
 

僧
官
の
 
「
僧
都
」
 
（
四
二
・
六
〇
・
八
二
・
八
四
二
ニ
ニ
八
）
 
 

僧
官
の
 
「
律
師
」
 
（
一
三
四
）
 
 

僧
（
四
二
■
四
六
・
五
四
二
ハ
〇
・
八
七
・
八
九
・
九
七
二
三
四
二
六
五
二
九
七
・
 
 

二
二
七
二
二
二
八
）
 
 

上
人
 
（
三
九
・
六
九
■
 
｝
〇
六
・
一
四
一
・
一
四
四
・
一
五
二
・
一
七
九
二
ニ
ー
八
二
ニ
ニ
 
 

六
）
 
 

入
道
 
（
四
〇
・
八
三
・
一
〇
二
・
一
一
八
・
一
三
五
・
〓
ニ
九
・
二
四
五
■
一
五
三
・
一
六
 
 

3
 
 

4
 
 

5
 
 

6
 
 

7
 
 

8
 
 

9
 
 

0
 
 

1
 
 

1
 
 1

 
 

2
 
 1

 
 

3
 
 

1
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三
・
一
七
七
二
〓
五
二
〓
六
二
ニ
ー
四
ニ
ー
二
五
二
二
〓
ハ
ニ
二
ニ
ー
二
二
二
 
 

八
）
 
 

房
 
（
八
六
・
八
七
・
一
一
五
・
二
二
二
ニ
ー
二
七
）
 
 

前
述
以
外
の
呼
称
、
「
阿
闊
梨
」
（
六
三
）
、
「
和
尚
」
（
六
七
・
二
二
六
）
、
「
座
主
」
〓
四
六
）
、
 
 
 

「
禅
尼
」
 
（
一
八
四
）
、
「
尼
」
 
（
四
七
・
一
八
四
・
一
九
〇
・
二
二
五
）
、
「
禅
師
」
 
〓
九
三
）
、
 
 
 

「
沙
門
」
（
一
七
九
）
、
「
説
経
師
」
（
一
八
八
）
、
「
道
心
者
」
（
六
〇
）
、
「
世
捨
人
」
（
一
・
二
〇
）
、
 
 
 

「
遁
世
者
」
 
〓
九
八
）
、
「
道
人
」
 
（
一
〇
八
）
、
「
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」
 
（
一
一
五
）
 
が
あ
る
。
 
 

桑
原
博
史
氏
『
徒
然
草
研
究
序
説
』
（
明
治
書
院
一
九
七
六
年
）
 
七
四
頁
 
 

斎
藤
義
光
氏
「
兼
好
の
有
職
故
実
観
」
『
徒
然
草
講
座
 
第
一
巻
』
（
有
精
堂
一
九
七
四
年
）
 
 

岩
本
裕
氏
『
日
本
彿
教
語
辞
典
』
（
平
凡
社
一
九
八
八
年
）
 
 

小
林
保
治
氏
・
増
古
和
子
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
 
宇
治
拾
遺
物
語
集
』
に
拠
る
。
 
 

目
崎
徳
衛
氏
『
出
家
遁
世
－
超
俗
と
俗
の
相
剋
』
（
中
公
新
書
一
九
七
六
年
）
 
 

浅
見
和
彦
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
 
十
訓
抄
』
一
九
九
七
年
 
 

西
尾
光
一
氏
・
小
林
保
治
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
 
古
今
著
聞
集
 
上
・
下
』
一
九
八
 
 

三
・
一
九
八
六
牢
 
 

西
尾
光
一
氏
校
注
『
撰
集
抄
』
（
岩
波
文
庫
一
九
七
〇
年
）
 
 

志
村
有
弘
氏
「
石
清
水
八
幡
宮
と
仁
和
寺
－
『
徒
然
草
』
第
五
十
二
段
の
背
景
－
」
 
（
編
者
石
 
 

黒
吉
次
郎
氏
ほ
か
『
徒
然
草
発
掘
』
叢
文
社
一
九
九
一
年
）
一
一
五
貢
 
 

村
山
修
一
氏
 
「
比
叡
山
の
環
境
と
組
織
」
 
（
『
比
叡
山
と
天
台
仏
教
の
研
究
』
名
著
出
版
一
九
 
 

七
大
年
）
 
 

桑
原
博
史
氏
「
徒
然
草
に
お
け
る
作
者
の
位
置
」
『
言
語
と
文
芸
』
一
九
五
〇
牛
五
月
、
細
谷
 
 

直
樹
氏
「
兼
好
の
直
接
体
験
を
記
し
付
け
た
章
段
に
見
当
る
不
自
然
な
内
容
に
つ
い
て
」
『
国
 
 

語
国
文
』
一
九
七
四
年
十
一
月
 
 

安
良
岡
廉
作
氏
「
兼
好
に
お
け
る
遁
世
の
意
義
」
『
国
文
学
 
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
七
年
四
 
 

月
 
八
九
貢
 
 

安
良
同
庫
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈
 
上
巻
』
（
角
川
書
店
一
九
六
七
年
）
 
三
五
九
頁
 
 

武
石
彰
夫
氏
「
兼
好
と
東
密
圏
」
『
徒
然
草
の
仏
教
圏
』
（
桜
楓
社
一
九
七
一
年
）
 
八
二
～
 
 

八
四
貢
 
 

安
良
周
康
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈
 
上
巻
』
 
三
六
〇
頁
 
 

松
尾
聴
氏
・
永
井
和
子
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
 
枕
草
子
』
一
九
九
七
年
 
三
二
頁
 
 

『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
 
方
丈
記
・
徒
然
草
・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
・
歎
異
抄
』
一
九
九
五
年
 
 
 

八
二
頁
 
 

村
山
修
一
氏
 
「
比
叡
山
の
環
境
と
組
織
」
 
二
〇
二
〓
・
二
八
ニ
ー
九
頁
 
 
 



3
0
 
本
文
の
引
用
は
渡
連
綿
也
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
 
沙
石
集
』
に
拠
る
。
 
 
 

［
付
記
］
本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
、
大
井
善
春
先
生
に
は
御
多
忙
の
中
、
多
く
の
御
教
示
を
賜
り
 
 
 

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

（
な
か
だ
 
ゆ
き
 
東
京
都
立
一
橋
高
等
学
校
 
数
諭
）
 
 
 

29 28 27 26 25 24  

安
良
岡
康
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈
 
上
巻
』
 
三
三
五
頁
 
 

田
口
和
夫
氏
「
『
狂
惑
の
法
師
』
考
－
中
世
的
人
間
像
の
発
掘
」
『
狂
言
論
考
 
説
話
か
ら
の
形
 
 

成
と
そ
の
展
開
』
（
三
弥
井
選
書
一
九
七
七
牢
）
 
三
七
頁
 
 

『
日
本
の
思
想
』
5
 
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
（
本
文
の
引
用
は
小
西
甚
一
氏
校
注
『
〓
言
 
 

芳
談
』
に
拠
る
。
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
一
九
九
八
年
）
 
 

時
枝
誠
記
氏
編
『
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
』
 
四
七
三
頁
 
 

小
西
甚
一
氏
『
「
道
」
1
中
世
の
理
念
』
（
講
談
社
現
代
新
書
一
九
七
五
年
）
一
四
二
五
頁
 
 

関
山
和
夫
氏
『
説
教
の
歴
史
－
仏
教
と
話
芸
－
』
（
岩
波
新
書
一
九
七
八
年
）
 
 

小
西
甚
一
氏
『
「
道
」
－
中
世
の
理
念
』
 
一
八
五
頁
 
 

『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
 
方
丈
記
・
徒
然
草
・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
・
歎
異
抄
』
 
二
三
五
貢
 
 

安
良
岡
康
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈
 
下
巻
』
（
角
川
書
店
一
九
六
八
年
）
二
九
七
～
二
九
八
 
 

頁
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